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関係会社出資金評価損の計上及び個別業績の前期実績値との差異に関するお知らせ 

 

 本日開催の取締役会において、下記のとおり関係会社出資金評価損を計上することを決議いたしまし

たので、お知らせいたします。 

また、平成 28年 3月期の個別業績と前年事業年度の実績値に差異が生じましたので、併せてお知らせ

いたします。 

 

記 

 

１．関係会社出資金評価損の内容 

ベトナムの当社連結子会社であるタナカ・プレシジョン・ベトナム・カンパニーリミテッド（以下、

TPVN）において、アセアン及び南米での景気低迷による受注の減少等により、経営成績及び財政状態が

悪化したため、当社が保有する TPVNへの出資金の実質価額が低下しました。これにより「金融商品に関

する会計基準」に基づき減損処理を行い、関係会社出資金評価損 593百万円を特別損失に計上すること

といたしました。 

 

２．業績に与える影響 

平成 28年 3月期（自平成 27年 4月 1日至平成 28年 3月 31日）の個別決算において、上記評価損を

特別損失として計上いたします。 

なお、関係会社出資金評価損は連結決算上消去されるため、連結業績への影響はありません。 

   

３．平成 28年 3月期の個別業績と前年事業年度の実績値との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

平成 27年３月期実績値(Ａ) 15,426 △205 479 △3,742 △383.38 

平成 28年３月期実績値(Ｂ) 14,633 313 863 500 51.27 

増減額(Ｂ－Ａ) △792 519 383 4,242  

増減率(％) △5.1 - 80.0 -  

 

(1)差異の理由 

 営業利益及び経常利益につきましては、合理化施策による経費圧縮効果により、また当期純利益につきまし

ては、平成 27 年 3 月期において当社主力製品生産設備の減損処理等の特別損失を計上したことによるもので

あります。 
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